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画主要変更点

⑴赤帽キャブレータおよび1^0エンジンの点火システムは，デイストリビュータ方式から0乙1 (デイストリビュ 

一夕.レス.イダニッシヨン）方式に変更した。また，スパークプラグは白金プラグを採用した。

⑵80-エンジンの燃料噴射システムは，シーケンシャル噴射から2グループ噴射に変更した。

(3)全エンジンのシリングブロック各部をリブの追加，肉厚アップ等により補剛し，静粛性の向上をはかった。

⑷全車のエンジン制御用水温センサとインパネ内水温メータ用のサーモゲージを一体化した。これに伴い， 

コネクタを2極から3極に変更した。

⑸30』訄朽エンジンの圧カセンサ取付場所を車体側からエンジンのインテークマニホ“ルドコレクタ側に変更 

，した。

⑹キャブレータおよび丨のエアコン付車に，エンジンルームカバーを追加した。

⑺キャブレータのエアコン，パワステ付車（追加車種）のオルタネータには，出力50八のものを採用した0 

⑻上記（4)項やセンサ端子数の変更に伴い，NA-E]V[F1, 80-冗皿朽エンジンのハーネスを変更した。
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^2 —1| ,エンジン概要

臞概要づ士様

⑴80』皿エンジンの燃料噴射システムは，シーケンシャル噴射から2グループ噴射に変更した。

⑵赤帽キヤブレータおよびエンジンの点火システムは，デイストリビュータ方式から01^1 (デイストリ 

ビュータ.レス.イグニッシヨン）方式に変更した。また，スパークプラグは，長寿命化の白金プラグを採 

用した。

く仕様ン

エンジン £N070
(问八-キャブレータ）

日1\1〇7ド
(NA-EIVIFI)

巳1\1〇7丫
(30-日，)

日问〇7し

シリンダブロック 直列4気同横置-
総排気量（⑺） 658
内径X行程（111111) 56.0X66.8
弁 機構 80110 2バルブ（…，瓦又父各1)ロッカアーム方式

燃料供給方式
キヤブレータ

(ベーン式可変べ)
レチュリ )

(電子制御式燃料噴射）
2グループ噴射

ベーバライザ/
キヤブレータ

燃料の種類 無鉛レギュラーガソリン ガス/無鉛レギユ 
ラーガソリン併用

点火 方式

〈赤 帽〉
01^1方式

(遠心真空式進角） 
〈赤帽以外〉

デイス配電方式 
(遠心真空式進角）

クランク角センサ付丑〇玎コントロール

(電子式）

〇以方式
(遠心真空式進角）

点 火 順 序 #1-#3-#4-#2
圧 縮 |比 9.8 9.8 8.3 9.8
巳（3 1=(システム 有 姐

ハ、、
姐
ハ、、 有

〔注記〕エンジン出力は，従来車と同じ。
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整備要領，スパークプラグ

点検，交換

キヤブ赤帽およびエンジンのスパークブラ 

グは，長寿命化の白金プラグを採用した。

点検する場合には，電極部を破損しないよう注 

意して取り外すこと。

スパークプラグ仕様

£N070 (赤帽用のみ) 
£N071 (1 ？ 6)

吓闩68-11
白金合金 
チップ付き

くスパークプラグ点検要領〉

(1)スパークプラグは，下記項目を点検し，必要 

に応じて，清掃，修正，または新品に交換する。 

^電極部の汚れ，^電極部のすき間，
鲁

參

ターミナル損、傷

堆積物の有無，.碍子絶縁部のひび割れ，擊
ガスケットの損傷

白金チップ

汚れ，損傷

ひびわれ 損傷
ガスケットの損傷

(2) 電極部が汚れている場合は，ワイヤブラシで

清掃する。
(3) 電極のすき間（ギャップ）

右表の基準値を外れている場合は，スパークプ 

ラグギヤップゲージを用いて調整する。

電極のすき間（ギャップ)

ギャップ基準値（⑴⑺） 1.0〜1.1
交換 時期 80,0001<171毎

ぐ取付けン

スパークプラグをプラグレンチに挿入し，ブラ 

グ座面まで指先で仮締めした後，プラグレンチハ 

ンドルで締付ける。
參 スパークプラグ締付けトルク

丁 | 20.6 土 2.91^.111〔2.1 土 0.31^.111〕
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臞構造，作動
シリンダブロック

全エンジンのシリンダブロック各部にリブを追加，肉盛り等により剛性アップを行い静粛性の向上をはかっ

た。

(下図，@：リブ追加，⑧：肉盛りによる厚さアップ，⑥：クランクメインジャーナル支持部の肉厚アップ等）
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2—4 エンジンクーリングシステム

国構造，作動

---------------フ]〇皿センサ---------------------------------------- ------------------------------------------------------------------------------------------------- ---------- ---------------------------------- --- ---

く⑸八-日閽以30モ！\；1円〉

E]V[朽全車のエンジン制御用水温センサとインパネ内水温メータ用のサーモゲージを一体化した水温センサ 

を採用した。これに伴い，コネクタを2極から3極に変更した。

——アウトレツトハウジング-------------------------------------

く…モ帆8(：モ1^1〉

⑴上記，水温センサの一体化に伴い，サーモゲージ 

を廃止したため，アウトレットハウジング側ネジ部 

をなくした。（右図八部）

⑵圧カセンサの取付け場所が車体からエンジンに変 

更されたため，ホース支持用クランプおよびネジ穴 

を廃止した。（右図3部）（80ぉ诞？1のみ）

サーモカバー

ラジェータファン制御をサーモスイツチによる制御 

から芯011制御に変更した。これに伴い，サーモカバー 

上のサーモスイツチおよび取付用ネジ穴を廃止した。
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2—5 エアインテークシステ厶

國構造^作動
----------インフー——クマニホーノレド------------------------------------

く3〇モ1\；1円〉

圧カセンサの取付場所を車体側からエンジン側に変 

更したことにより，圧カセンサパイプ支持用ステーを 

廃止したため，インテークマニホールド側のネジ穴を 

なくした。

—イ、ノっ クマニホールドコレクタ---------------------

圧カセンサ取付方法の変更により，インテークマニ 

ホールドコレクタのネジ穴位置を変更した。

また，インテークマニホールドステー取付用ボスの 

形状を変更した。

く3〇4剛〉

圧カセンサの取付場所を，車体側からエンジンのイ 

ンテークマニホールドコレクタに変更した。

これに伴い，圧カセンサ取付用ネジ穴を追加した。 

また，従来の圧カセンサ〜インテークマニホールド 

コレクタ間のバキュームホースは，廃止した。

圧カセンサ 
取付穴
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2—6 フューエルシステム

国構造，作動
-----------スロットルボディ-------------------------------------

く30モ1\^丨〉

⑴スロットルセンサを変更し，エ 

ンジンと共用化した。しれにより，コネク 

夕は，3極（従来車は4極）になった。

(2)圧カセンサの取付位置変更に伴い，エア 

コントロールホースの引廻しを変更した。

スロットル
ボディ

——圧カセンサ-----------------------------------------------------------

く NA-EI\/IFI>

圧カセンサの取付方向を変更した。また，これに伴 

い，取付用のブラケットの形状も変更した。

く 30モ1\^1〉

圧カセンサ

イン:？ クマニホールド
コレクタ

エアコントロール

2-7



^2-7 エンジン補機。

国構造.作動

---------- エンジンルー厶カバーふエアコン用ブラケット---------------------------------

エアコンコンブレッサの小型化に伴い，下記内容を変更または追加した。

くキヤフレータ.エアコン付車〉

⑴エンジンルームカバーを追加した。

(2)コンブレッサ支持用ブラケットの形状を変更 

した。

ベルト張力点検

ベルトのたわみ： 5〜6111111バ10扭（④部負荷) 

(継続使用の場合： 6〜7111111710峰）

く问八モ，エアコン付車〉

⑴エンジンルームカバーを追加した。

⑵ベルトテンシヨナを廃止した。（ベルトの張力 

調整は，オルタネータ側で行なう。）

(3)コンブレッサ支持用ブラケットの形状を変更 

した。

ベルト張力点検

ベルトのたわみ： 5〜6111111ゾ10政（@部負荷) 

(継続使用の場合： 6〜711111171〇蛣）

く30乇1\^いエアコン付車〉

(1) コンブレッサ支持用ブラケットの形状を変更した。

(2) ベルトテンシヨナの構造を変更した。
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2 — 8 エンジンエレクトリカル

国構造^作動

オルタ不ータ

(1)新規追加のエアコン，パワステ付キャブレータ車 

には，出力50八のオルタネータを採用した。

⑵NA-E]V[F1および80ポ訄？1エンジンのオルタネー 

タコネクタは，丸型3極から角型2極に変更した。 

(右図)

一…..酬
№11
\ デ^^

ぐ仕様ン

車 種 公称出力 プ—リ メーカ 識別
キャブレータ車 （八/〇，卩無） 45八 ((>60, Vベルト 日本電装 黄緑
キャブレータ車（八/0：有，1^/8：無） 45人 ¢50,ポリVベルト 日本電装 紫
キャブレータ車 （八/〇，卩/3：有） 50八 ¢50，ポリVベルト 日本電装 主

N八モIV！卩1および3 0 -日IV！ ？1車 55八 ¢52.5,ポリVベルト 三菱電機 里ハハ

八/〇:エアコン，口/3：パワステ

——オルタネータブラケット------------------------------------

くキャブレータ車〉

エアコンコンプレッサの変更に伴い，オルタネータ 

ブラケットの一部を形状変更し，エアコン用ステー取 

付ネジ穴を追加した。（右図八部）

八
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構造^作動エンジンエレクトリカル

一一点火システム-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- -—

くキャブレータ，赤帽車および1^6車〉，

上記車両の点火システムは，デイストリビュータ式からイグニッシヨンコイルにより直接各点火プラグに配 

電する01^1 (デイストリビュータ.レス.イグニッシヨン）式に変更した。

この01^1システムのスパークプラグは，白金プラグを採用した。また，点火方式は#1-称も#2-#3をグル 

ープとした2気筒同時点火方式である。.

(1)1)し[システム

コイルで発生した2次電圧を直接各気筒へ配電する。 

この時，#1,#4および#2，#3のペアで同時点火 

となる。

-ブレーカシステム：フルトラ式 

^進角方式：カバナ灸バキューム進角

(2)部品構成図
I

イグニッシヨンコイル（車体側取付)

#4 #3 #2 #1

白金ブラグ適用品番：卩ド只63-11

ブラケッ

イグニッシヨンコイル

イグニッションコイル
キャップ

(3)整備作業時の注意事項

① 点火時期調整は，ブレーカで行なう。また，調整方法，数値は従来車と同じ。

② イグニッションコイルキャップは，確実に取付けること。（作業終了後再点検する。）

③ ハイテンションケーブルを取付ける場合，各ケーブルのクリアランスは5111111以上確保すること。 

また，ケーブルの引き廻しを間違わないこと。
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構造，作動エンジンエレクトリカル

エンジンハーネス

水温センサとサーモゲージの一体化，センサ端子数の変更等に伴い，エンジンハーネスを変更した。

<NA-EI\/IFI>

150

く 30モ1\^1〉

圧カセンサ
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